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研究要旨 

【目的】 

医療従事者や一般人により個人輸入される美容関連薬により発生する可能性のある健康

被害について調査する。美容関連薬に起因する健康被害を防止する施策検討の参考に資す

る。 

【方法】 

ウェブによる文献と情報の収集・整理及びそれらを基にした今後の課題の検討。 

健康被害を多方面から情報を収集し解析するため、PubMed、Ovid MEDLINE、Web of 

Science、Scopus、および Cochrane Library を用いて、検索式によりヒットしたすべての論文

から健康被害に関する論文を抽出した。 

【結果と考察】 

一般人や医療従事者が個人輸入する医薬品の品目数で美容効果目的の医薬品が最も多い

ものの、それらの健康被害は必ずしも明らかになっていない。 

美容関連薬による健康被害は 1933 年以降多く報告されており、その原因成分として腎毒

性のあるアリストロキア酸の混入、痩身薬シブトラミン、痩身薬ジニトロフェノール、美白

クリームに含まれるハイドロキノンおよびコルチコステロイドが検出された。 

報告された死亡原因となった成分はジニトロフェノールとハイドロキノンであった。 

【結論】 

我が国および海外において、特定の美容関連薬について健康被害が報告されていた。さら

に個人輸入頻度の高いものについて、健康被害の発生可能性を調査する必要がある。 
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A. 研究目的 

美容関連製品は広範な目的で使用され、

多くの新たな製品が市場に供給されており、

その安全性は公衆衛生上の問題として懸念

が高まっている[1-3]。 

医療従事者が薬監証明を受けて個人輸入

した医薬品（以下、医療従事者個人用輸入医

薬品という）のうち美容関連医薬品が最も

多いものの、それらの健康被害の実態は明

らかでない。そこで美容関連薬による健康

被害について調査し、我が国に個人輸入さ

れる美容関連薬に起因する健康被害を防止

する施策の参考に資する。 

 

B. 研究方法 

我が国において公的機関や専門学会、そ

の他の団体により美容関連薬に関して表明

された意見・情報をウェブにより収集した。 

美容関連薬の個人輸入の実態は当研究班に

よる医薬品（全般）の個人輸入実態調査［4］

を参照した。また、医療従事者個人用として

輸入された医薬品総品目の種別ごとの内訳

は、医薬品等輸入報告書（薬監証明）発給件

数（平成 29 年度）[5]によった。 

 健康被害は多方面からの情報を収集し解

析するため、PubMed、Ovid MEDLINE、Web 

of Science、Scopus、および Cochrane Library

を用いて、検索式(beauty OR slimming OR 

whitening OR anti-aging OR wrinkle OR 

personal care) AND (medicine OR drug) AND 

(injury OR damage OR hazard OR Adverse OR 

death)によりヒットしたすべての論文から

健康被害に関する論文を抽出した。 

 

C．結 果 

C-1 美容関連薬の健康被害に対する日本

のこれまでの取組 

世界的に美容関連薬の健康被害への関心

は高い[1-3]。 

我が国でも政府、専門学会、各種団体から

次のような注意喚起や意見表明がなされた。 

① 薬害オンブズマン会議、美容目的の未

承認医薬品に関する要望書、2012 年 9

月 11 日 

② 厚生労働省医薬食品局監視指導・麻薬

対策課、Poly Implant Prothese (PIP)社の

豊胸用シリコンバッグにかかわる情報

提供 平成 23 年 12 月 27 日 事務連

絡 

③ 日本美容外科学会、ポリアクリルアミ   

ドフィラー使用についての注意 平成

29 年 3 月 17 日 

④ 一般社団法人 日本形成外科学会 一

般社団法人 日本美容外科学会（JSAPS）

一般社団法人 日本美容外科学会（JSAS）

公益社団法人 日本美容医療協会、非吸

収性充填剤注入による豊胸術に関する

共同声明、 2019 年 4 月 25 日 

⑤ 厚生労働省医薬食品局監視指導・  麻

薬対策課  中国製ダイエット用健康

食品（未承認医薬品）による健康被害事

例等 平成 18 年 7 月 12 日 [6] 

医薬品ではないが、薬用化粧品に含

有されたロドデノールに起因して重篤

な白斑が発生した問題は記憶に新しい

［7］。 

豊胸剤に使用される非吸収性充填剤につ

いて団体等で繰り返し健康影響の懸念が表

明されてきたことが分かった。 

C-2 美容関連薬の個人輸入の実態  

平成 31 年に実施した医薬品の個人輸入

に関するアンケート調査[4]によると美容関
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連薬の輸入者数は、を含めダイエット 246

人（23.6%）、美容 232 人（22.2%）、育毛・

養毛 204 人（19.6%）であり、個人輸入者全

体の約 3 分の 2（65.4%）に達していた（複

数回答）。 

また、個人輸入経験者 1,043 人のうち 226

人（21.7%）が副作用様症状を経験したと回

答し、皮膚への影響が 66 人（29.2%）と最

も多く、その症状はかぜのような症状 49 人

（21.7%）、ほてり 40 人（17.7%）、吐き気、

嘔吐 39 人（17.3%）であった（複数回答、

個人輸入薬全体）。 

一方、医療従事者個人用輸入医薬品で最

も多いのが美容効果目的であり、その成分

としてヒアルロン酸およびボツリヌス毒素、

痩身効果目的の成分としてホスファチジル

コリン、L-Carnitine が挙げられていた[8]。

しかし、その他の成分は挙げられておらず、

医療従事者個人用輸入の美容関連薬に起因

する健康被害情報はない。 

医療従事者による医薬品の個人輸入傾向 

医療従事者個人用輸入医薬品の品目数は

年々増加しており[8]、平成 29 年度に美容効

果目的で輸入された医薬品は全品目数

91,056 品目中 25,332 品目（27.8％）と最も

多かった。これは痩身効果目的の 2,876 品

目（3.2％）と合わせると全体の 30％を超え

た[5]。 

C-3 ウェブによる健康被害の予備検索 

一般的サイトの検索機能による検索 

一般的サイトである Yahoo、Google およ

びBingの検索機能で以下の検索ワードによ

り検索した。（2020 年 3 月 18 日現在） 

美容関連医薬品 

 Yahoo: 約 122,000,000 件 

 Google: 約 118,000,000 件 

 Bing: 4,080,000 件 

美容薬 

 Yahoo: 約 110,000,000 件 

 Google: 約 114,000,000 件 

 Bing: 4,080,000 件 

美容薬 AND 健康被害 

 Yahoo: 約 7,880,000 件 

 Google: 約 6,790,000 件 

 Bing: 828,000 件 

PubMed による健康被害報告予備検索の検

出件数 

美容関連薬に起因する健康被害を以下の

検索ワードを用いて PubMed で検索したヒ

ット数を示す。（2020 年 3 月 17 日現在） 

(beauty) AND (medicine OR drug OR 

Cosmetics) AND (damage OR hazard OR 

obstacle) 197 件 

(beauty OR slimming OR whitening) AND 

(medicine OR drug) AND (damage OR hazard) 

262 件 

(beauty OR slimming OR whitening OR anti-

aging) AND (medicine OR drug) AND (damage 

OR hazard) 673 件 

(beauty OR slimming OR whitening OR anti-

aging OR wrinkle) AND (medicine OR drug) 

AND (damage OR hazard) 1463 件 

(beauty OR slimming OR whitening OR anti-

aging OR wrinkle) AND (medicine OR drug) 

AND (damage OR hazard OR Adverse) 4242

件 

C-4 PubMed 等による健康被害論文の検

索 

美容関連薬による健康被害論文を

PubMed、Ovid MEDLINE、Web of Science、

Scopus、および Cochrane Library の 5 つのデ

ータベースで検索した。 
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検索ワードに (beauty OR slimming OR 

whitening OR anti-aging OR wrinkle OR 

personal care) AND (medicine OR drug) AND 

(injury OR damage OR hazard OR adverse OR 

death)を用いて検索したヒットした論文の

うち、重複を削除した論文数は 26,126 件で

あった。タイトルから選択した論文は 5,057

件であった。その論文の内容から美容関連

医薬品が関与する論文は 311 件あり、健康

被害に関する論文は 55 件であった。 

データベースで検索された美容関連薬に

よる健康被害報告を表 1 に示す。 

1933-2000 年で 24 件、2001-2010 年で 26

件、2011-2019 年で 5 件、計 55 件であった。

これらの期間に報告された健康被害報告数

の推移を図 1 に示す。 

1960-70 年代に多くの健康被害発生例と

して、抗菌剤（サリチルアニリド）入り石け

んにより推計 10,000 人に急性光皮膚炎を発

症したと報告[9]や、ヘキサクロロフェン

（HCP）が混入した乳幼児用タルクパウダ

ーにより 240 人に中毒症状、呼吸不全を発

症した報告があった[10]。これら以外に健康

被害が報告された 54 件のうち、減量、痩身

のために用いられたジニトロフェノール

（DNP,18 件）、アリストロキア酸 （5 件）、

ウスニン酸（3 件）またはシブトラミン（3

件）を含む製品が 29 件（全体の 54％）、美

白や皮膚疾患治療等のために用いられたハ

イドロキノロン（12 件）、コルチコステロイ

ド（10 件）が 22 件（全体の 41％）に関連

していた。    

健康被害が報告された成分と報告件数の分

布を図 2 に示す。 

健康被害を受けたと報告された人数は

11,886 人であり、その内、死亡者は 56 人で

あった。最も多かった死亡者は HCP 混入乳

幼児用タルクパウダーの 36 人（64％） [10]、

次いで痩身薬に含まれていた DNP 含有製

品[11-13]による重篤な多臓器不全 19 人

（34％）であった。他に、皮膚の美白、漂白

または色素除去薬に含まれていたハイドロ

キノン[14]1 人(2%)であった。 

1933-2000 年、2001-2010 年および 2011-209

年の 3 つの期間に報告された健康被害者数

を図 3 に示す。 

C-5 医薬品成分を含む美容関連製品によ

る健康被害への関心 

我が国では美白効果があるインド製ハイ

ドロキノン 4％クリーム[15]、シブトラミン

を含む痩身用サプリメントによる肝機能障

害[16]、痩身用サプリメントや漢方薬に含ま

れていたアリストロキア酸による腎障害

[17]など、医薬品成分を含む美容関連製品に

よる健康被害が報告され、多くの注意喚起

が発出された[18]。 

世界でも医薬品成分を含む美容関連製品

の健康被害に大きな関心が寄せられおり、

イラクでは美容関連でコルチコステロイド

を含む偽造化粧品による健康被害調査を開

始したと報告[19]した。 

 

D．考 察 

我が国あるいは海外において健康被害の

発生が報告された美容関連薬は、腎毒性の

あるアリストロキア酸の混入、痩身薬シブ

トラミン、痩身薬ジニトロフェノール、美白

クリームに含まれるハイドロキノンまたは

コルチコステロイドであった。 

石鹸や乳幼児用タルクパウダーでは、サ

リチルアニリドやHCPにより健康被害が発

生していた。さらに、医療機器では非吸収性
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充填剤も豊胸目的で注入することは安全性

の観点から実施すべきでないとされている

[20]。 

医療従事者や一般人により個人輸入され

る美容関連薬による健康被害の発生可能性

や、その状況を明らかにする必要がある。 

 

E．結 論 

日本および海外において、特定の美容関

連薬について健康被害が報告されていた。 

 

F. 健康危害情報 

過去に起こった健康被害報告であり、現

時点での危険情報ではない。 

 

G. 研究発表 

なし 
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表 1 美容関連薬による健康被害 

 

事例 

No. 
発生年 国 

人数 

性別 

内訳（人） 

原因成分 使用目的 症状 原因 
文献

番号 
死亡以

外 

死亡 

1 1933 米国 1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 動悸、体温の上昇、昏

睡 

過剰摂取 1 

2 1934 米国 2 

女性 

1 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 無顆粒球症と重度の

白血球減少症 

過剰摂取 2, 3 

3 1934 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 致命的な発熱 臨床試験 

詳細不明 

4, 

4 1934 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 発熱、鬱、昏睡 特異体質 5 

5 1934 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 発熱、無顆粒球症 詳細不明 6 

6 1934 米国 1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 貧血、発熱 詳細不明 7 

7 1934 米国 1 

女性 

1 0 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 じんま疹、激しい黄

疸、肝臓肥大、粘土色

便 

過剰使用 8 

8 1936 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 急性完全顆粒球減少

症 

詳細不明 9 

9 1936 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 過度の発汗、高熱、過

度の喉の渇き 

過剰摂取

による自

殺 

10 

10 1960 英国 10000 

不明 

10000 0 サリチルア

ニリド 

殺菌剤、抗

菌剤入り石

けん 

急性光線皮膚炎 急性光皮

膚炎 

2 

11 1968-

1969 

英国 14 

男性 5 

女性 9 

14 0 コルチコス

テロイド 

酒さの治療

用化粧品フ

ェイスクリ

ーム 

ステロイド性皮膚炎 詳細不明 11 

12 1969-

1974 

南アフ

リカ 

35 

女性 

35 0 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 皮膚障害 成分過剰

の製品 

12 

13 1972 France 240 

不明 

204 36 ヘキサクロ

ロフェン 

ベビータル

カムパウダ

ー 

中毒症状、呼吸不全 製品に原

因成分の

混入 

13 

14 1985 米国 2 

女性 

2 0 ハイドロキ

ノン 

色素除去 外因性クロノシス 詳細不明 14 
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15 1985- 

1986 

南アフ

リカ 

60 

不明 

60 0 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 皮膚障害 成分過剰

製品の長

期使用 

15 

16 1991-

1992 

ブラジ

ル, ベ

ルギー 

3 

女性 

3 0 アリストロ

キア酸 

痩身・減量 漢方薬腎症に類似し

た腎障害 

詳細不明 16 

17 1991, 

1992, 

1997 

ブラジ

ル, ベ

ルギー 

100 

女性 

100 0 アリストロ

キア酸 

製品名：ステ

ファニアテ

トランドラ 

痩身・減量 末期腎不全 詳細不明 17 

18 1992-

1993 

セネガ

ル 

570 

女性 

570 0 ハイドロキ

ノロンとコ

ルコステロ

イド 

美白・漂白 急性皮膚炎、顔面にき

び、顔面多毛症 

詳細不明 18, 

19 

19 1993 米国 1 

女性 

1 0 ハイドロキ

ノン 

色素除去 外因性クロノシス 詳細不明 20 

20 1994 フラン

ス 

2 

不明 

2 0 アリストロ

キア酸 

製品名：ステ

ファニアテ

トランドラ 

痩身・減量 末期腎不全 詳細不明 21 

21 1996 米国 2 

不明 

2 0 コルチコス

テロイド 

皮膚障害の

自己治療 

ステロイド性皮膚炎 超強力ス

テロイド

局所使用 

22 

22 1997 日本 1 

女性 

1 0 アリストロ

キア酸 

アトピー性

皮膚炎用漢

方薬康食品 

漢方薬腎症 詳細不明 23 

23 2000 ガーナ 1 

女性 

1 0 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 扁平上皮癌 長期間使

用 

24 

24 2000 米国 7 

男性 3 

女性 4 

7 0 ウスニン酸, 

ノルエフェ

ドリン 

痩身・減量

サプリ 

重度の肝毒性 詳細不明 25, 

26 

25 2001 ウガン

ダ 

1 

女性 

1 0 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 自律神経障害を伴う

末梢神経障害 

長期間使

用 

17, 

27  

26 2001-

2002 

イラク 140 

男性 45 

女性 95 

140 0 コルチコス

テロイド 

化粧フェイ

スクリーム

（美白、肌

の美白、ニ

キビ、赤ら

顔、疥癬） 

ステロイド性皮膚炎 長期間使

用 

28, 

29 
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27 2004-

2006 

香港 4 

女性 

3 1 N-ニトロソ

フェンフル

ラミン、フェ

ンフルラミ

ン、シブトラ

ミン、フェノ

ールフタレ

イン、プロプ

ラノロール、

カフェイン、

甲状腺ホル

モン、多数の

ハーブアン

トラキノン

と様々なビ

タミン 

痩身・減量 劇症肝不全、突発性心

停止、肺高血圧症、中

等度の大動脈弁逆流、

右心不全、全身性脱

力、低カリウム血症、

急性精神病 

詳細不明 29, 

30 

28 2002 不明 1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 死亡 詳細不明 31 

29 2002 ナイジ

ェリア 

173 

不明 

173 0 ハイドロキ

ノロンとコ

ルチコステ

ロイド 

美白・漂白 線条、多毛症、浮腫,皮

膚の薄化、あざができ

やすい、体臭、体重の

増加 

詳細不明 32, 

33 

30 2004 米国 1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 過熱症、いくつかの病

的状態 

詳細不明 34 

31 2004 米国 1 

女性 

1 0 ウスニン酸 痩身・減量 劇症肝不全 詳細不明 35, 

36 

32 2005 米国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

ダイエット

サプリ  

過熱症、くつかの病的

状態 

過剰摂取

による自

殺 

37 

33 2005 不明 1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量、

ボディビル

ディング用

サプリメン

ト 

死亡 詳細不明 2, 

38  

34 2005 ブルキ

ナ・フ

ァソ 

248 

女性 

248 0 ハイドロキ

ノロンと コ

ルチコステ

ロイド 

美白・漂白 皮膚萎縮、毛細血管拡

張症、オクロノース、

ビビセスなど 

詳細不明 18, 

39  

35 2005-

2008 

ドイツ 17 

男性 2 

女性 15 

17 0 シブトラミ

ン 

痩身・減量 倦怠感、頻脈、頭痛、

興奮、動脈性高血圧、

悪心、嘔吐、呼吸困難、

不眠症、左側胸圧、体

温上昇、精神病 

詳細不明 40 
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36 2006 米国 2 

女性 

0 2 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量、

ボディビル

ディング用

サプリメン

ト 

過熱症、くつかの病的

状態 

詳細不明 41 

37 2006 インド 1 

女性 

1 0 コルチコス

テロイド 

化粧フェイ

スクリーム 

ステロイド性皮膚炎 長期使用 42, 

43, 

44, 

45 

38 2006 インド 1 

女性 

1 0 コルチコス

テロイド 

化粧フェイ

スクリーム 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の長期

使用 

27, 

41, 

46, 

47 

39 2006 インド 1 

女性 

1 0 コルチコス

テロイド 

化粧フェイ

スクリーム 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の長期

使用 

27, 

41, 

46, 

47 

40 2006 インド 1 

女性 

1 0 コルチコス

テロイド 

フェアネス

クリーム 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の長期

使用 

27, 

41, 

46, 

47 

41 2006 インド 1 

 女性 

1 0 コルチコス

テロイド 

化粧品フェ

アネスクリ

ーム 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の長期

使用 

27, 

41, 

46, 

47 

42 2006 米国 2 

男性 1 

女性 1 

2 0 ウスニン酸 痩身・減量 劇症肝不全、巨大な肝

壊死 

詳細不明 18, 

25 

43 2006 ドイツ 1 

女性 

1 0 シブトラミ

ン 

痩身・減量 激しい頭痛、めまい、

しびれ感 

短期間使

用 

29, 

48  

44 2007 イタリ

ア 

1 

男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 死亡後の剖検でびま

ん性判明 

詳細不明 46 

45 2007 インド 4 

男性 1 

女性 3 

4 0 コルチコス

テロイド 

口腔および

局所真菌感

染症の自己

治療 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の使用 

49 

46 2007-

2008 

インド 200 

男性 56 

女性

144 

200 0 コルチコス

テロイド 

化粧フェア

リネスフェ

イスクリー

ム 

ステロイド性皮膚炎 強力な成

分の長期

使用 

28, 

51 

47 2009 英国 1 

女性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量  筋肉の硬直、心肺蘇生

法を含む複数の病的

状態、体温の上昇 

過剰使用 28 
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48 2010 英国 1男性 0 1 ジニトロフ

ェノール 

痩身・減量 腰の痛み、下痢、嘔吐、

他のいくつかの状態 

過剰使用 48, 

52 

49 2010 セネガ

ル 

2 

女性 

1 1 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 扁平上皮がん 長期間使

用 

53 

50 2010 米国 2 

女性 

2 0 痩身用サプ

リ「ヒドロキ

シカット」と

別のハーブ

の痩身量用

サプリ 

痩身・減量 急性肝障害 詳細不明 54 

51 2011 オラン

ダ 

2 

女性 

2 0 シブトラミ

ン 

痩身・減量 軽躁病、肝臓の酵素レ

ベルの異常 

未承認製

品の長期

間使用 

26 

52 2011 オース

トラリ

ア 

1 

男性 

1 0 アリストロ

キア酸 

乾癬の治療 高血圧、腎症 長期間使

用 

56 

53 2014 シンガ

ポール 

24 

 女性 

24 0 ハイドロキ

ノン 

色素除去 眼病変、外因性時系列

病変、眼時系列 

詳細不明 56 

54 2016 英国 1 

 男性 

0 1 ジニトロフ

ェノール 

死亡 不整脈、心停止、体温

上昇 

過剰使用

による自

殺 

57 

55 2019 象牙海

岸 

1 

 女性 

1 0 ハイドロキ

ノン 

美白・漂白 扁平上皮癌 詳細不明 58 

被害者集計（人） 

男性 女性 不明 合計 死亡以外の被害 死亡 

122 1287 10477 11886 11829 57 
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図 1 3 つの期間に分けた健康被害報告件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 健康被害が報告された成分とその報告件数 
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図３ 期間に分けた死亡以外の被障害者数と死亡者数 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 死亡原因成分 死亡者数 
（人） 

1933-2000 ヘキサクロロフェン（HCP）混入乳幼児用タルクパウダージ
ニトロフェノール 

36 
8 

2001-2010 フェンフルラミン、フェンフルラミン、シブトラ
ミン、ビタミン等多成分を含む製品 

ジニトロフェノール 
ハイドロキノン 

１ 
 
９ 
１ 

2010-2019 ジニトロフェノール 1 

区分期間ごとの健康被害者数 


